
島根の水辺の生きもの：池と河川 

 

島根の池と河川は、広くゆっくりと流れる三角州から流れの早い上流や山間部の小川ま

で、多種多様な動物たちの住処となっている。池や大きな河川の静かな水面にはオイカ

ワやミナミメダカなどの魚や、それらを餌とするアオサギやカワセミなどが住んでいる。

カワセミはその名に反して金属的な青緑色の羽がヒスイを連想させる。日本語名にはそ

の特性が反映され、翡翠（ヒスイ）という漢字はカワセミとも読まれる。 

冷たくて流れが激しい島根県の川の上流には主に島根県と岡山県に見られるゴギ

が棲む。これらの水辺はオオサンショウウオという不思議な見た目の生物の棲家でもあ

る。オオサンショウウオは世界最大級の両生類で体長は最大 1.5 メートルにもなる。

オオサンショウウオはえらがなく、皮膚呼吸をするために酸素が循環する流れの早い水

辺が拠り所だ。魚や甲殻類を常食とし、水中で獲物の振動を感じてすばやく捕獲する。

水辺の護岸に穴を掘って巣をつくるヤマセミもまた川魚を捕獲する。原因は不明だが、

ここ数十年のうちに、島根県のカワセミの数が危険なほどに減っている。 

 


